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はじめに

防災ガイド・ハザードマップは、地震、風水害、火災、雷、大
雪など、自然災害のリスク（危険性）を知り、想定される災害に
対応するための基礎資料となります。

身の回りにあるリスクを確認し、「マイタイムライン」や

「避難行動判定フロー」等を使い、普段から災害時にとるべき

行動を自ら考えるために活用してください。

「自らの命は自ら守る（自助）」ため、日頃からの備えに取り
組んでください。



避難所・避難場所について

・避難所とは、災害により自宅が被災するなどした場合に、
一定期間避難生活をすることができる施設です。

・避難場所とは、切迫して災害の危険から命を守るために
一時的に避難する場所です。
避難生活を送る場所ではないので、非常食や保存水の
備えはありません。

・地震や洪水など、災害の種類によって取るべき行動は
異なります。

・避難所に必ず避難しなければならないというわけでは
ありません。

避難所等一覧



地図で確認

■自宅周辺の浸水の深さを確認
しましょう。
□は、想定される最大の浸水深を

示しています。
色が濃く（赤く）なるほど深く

浸水し、3ｍの浸水で2階建ての1階
部分が、5ｍ以上で2階の軒下まで
浸水してしまう深さです。

■避難のタイミング
避難の仕方、避難経路、避難先を確認

しましょう！

浸水想定区域図



新たな避難情報等

■令和3年5月、災害対策基本法が一部改正され、警戒レベル
の発令基準等が見直されました。

■主な変更点
警戒レベル3「避難準備・高齢者等避難開始」

→「高齢者等避難」

警戒レベル4「避難勧告・避難指示」→「避難指示」

警戒レベル5「災害発生情報」→「緊急安全確保」

■町から発令される避難情報（特に警戒レベル3、4）が
発令された場合には、速やかに避難行動を取ってください。

5段階の警戒レベル



取るべき避難行動

■特に水害時、居住する地域の災害リスクや住宅の状況等を
考慮した上で、取るべき避難行動や避難先を判断できるよ
うにしたものです。

■いざというとき、慌てることがないよう、災害時に取る
べき行動について、平時から理解しておくことが重要です。

■フローチャート形式になっていますので、上から順に選択
し、自ら取るべき避難行動を確認しておきましょう！

■□内の3つのポイントも押さえて検討してみてください。

避難行動判定フロー



わが家の避難行動

■台風による大雨の場合など、事前に避難するまでに時間
（リードタイム）があります。

■早くから情報を収集し、家族間で避難について話し合って
おきましょう。

■避難所に行くことだけが避難ではありません。自宅の周辺
のリスクを確認し、最適な避難行動を取れるよう検討して
みてください。

■□内の心得も参考にしながら、私だけ、私たちだけの
「マイ・タイムライン」を作成してください。

マイ・タイムライン



自宅での避難生活

■水や食料、トイレなど、私たちが生活していく上で欠かせ
ないものはたくさんあります。

■事前に準備しておくには、何がどのくらい必要か考えて
おく必要があります。

■必要量を計算し、不足する場合には準備しておいてくだ
さい。食料は、日頃から食べ慣れているものを多めに
買っておき、古いものから消費して補充する
「ローリングストック」を上手に活用してください。

■家財被害対策は、できる範囲で試してみてください。

自宅にとどまった場合



避難所での生活

■避難所には、様々な事情を抱えた方が、ほぼ一斉に避難
してきますので、避難所ごとのルールを守ってください。

■公助（行政）には限界がありますので、一人ひとりが役割
分担をするなど、積極的に避難所運営に参加してください。

■動物アレルギーを持った方も避難されるため、居住スペー
ス内に一緒に避難することはできません。ペットと同行避難
される場合には、飼い主の責任で飼育してください。

■避難所には、女性ならではの問題もあります。ルールや
マナーを守ることや避難所運営への女性の参加も重要です。

避難所について



感染症対策のポイント

■避難所にはたくさんの方が避難してくるため、新型コロナ
ウイルス感染症を含む、感染症対策も必要です。

■避難する前に検温を実施し、特に体調が優れない場合には
避難所以外の避難先についても検討してください。

■避難所に避難する場合には、マスクの着用や手指消毒、
検温にご協力をお願いします（ル―ルに従っていただけ
ない場合には、入所をお断りする場合もあります）。

■避難所に入所した後でも、日常的な感染症対策を実施し、
「うつらない・うつさない」を心掛けてください。

感染症対策について



風水害対策

■立退き避難
避難とは「難」を「避」ける ことであり、必ずしも避難所に
避難しなければならないわけではありません。避難所・避難場所
への移動だけでなく、安全な親戚・知人宅への避難も検討して
ください。

■屋内安全確保

浸水想定区域内でも、50cm未満の浸水想定区域内で2階以上に

居室がある場合には、上階へ移動することも可能です。

■緊急安全確保

避難のタイミングを逃したあるいは避難できなかった場合、

少しでも安全な場所に移動して、身の安全を確保してください。

風水害時の避難対策



地震対策

■地震はいつ発生するかわかりません。
揺れがおさまるまで身の安全を確保し、落ち着いて行動
してください。

■家族や隣近所の無事を確認し、協力して助け合いましょう。
火災の発生する恐れがあります。初期消火で対応できない
場合には、速やかに119番通報してください。

■情報収集に努め、安全な場所に避難してください。

■余震が発生する場合がありますので、ブロック塀や高い
建物の近くを通る場合には十分注意してください。

地震が発生した場合



被害想定

■地震分布図
町内の震度分布を示しています。

■建物全壊棟数図
建物が全壊する恐れがある予測棟数を示しています。

■焼失棟数予測結果図
建物が消失する恐れがある予測棟数の結果を示しています。

■液状化可能性図
液状化の可能性を示していますが、町内全域で低くなって
います。

地震による被害



その他の災害

■火災対策
火災が発生していることを周囲に知らせ、119番通報します。

■竜巻対策
突然発生する恐れがありますので、窓ガラスの近くなど、
危険な場所から離れて身の安全を確保してください。

■雷対策
高い木や建物の近くには近寄らないで身の安全を確保して
ください。

■大雪対策
隣近所と協力して除雪作業を行うようにしてください。

火災・竜巻・雷・大雪



平時からの備え

■寝室から玄関口までの間に、大きな家具など置いて避難
経路をふさがないようにします。

■L字型の固定金具や突っ張り棒でとめるなど、高い場所から
の家具の転倒落下を防止します。

■屋根やブロック塀など、危険個所がないかチェックし、
必要な対策を実施します。

■特に、昭和56年以前の旧耐震基準で建築されている場合は、
耐震補強工事を実施してください。

わが家の安全対策



平時からの備え

■食料や飲料水は、保存年限が切れる前に消費し、
その分を新たに補充して常に一定量を保存する「ローリン
グストック」を実践しましょう。

■ローリングストックを活用することで、無駄を出さず、
いざというときに賞味期限切れで使えなくなることを
防止します。

■□にあるような格好で、周辺の状況に注意しながら避難
しましょう。

非常時持出品・備蓄品



メモ

■事前に家族で話し合っておき、集合場所や連絡方法に
ついて書き込みましょう。

■防災行政無線は、天候等の気象条件により、聞き取り
づらい場合があります。聞き逃してしまった場合にも、
電話で放送内容を聞くことができる「電話応答サービス」
を運用していますので、是非ご利用ください。

■町では、事前に登録したメールアドレスに、防災行政無線
と同様の防災や防犯に関する情報を発信する「防災情報
メール」の登録を推進しています。
避難情報等も配信しますので、是非ご登録ください。

わが家の「防災・緊急情報」



メモ




